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研究結果の概要 

1) ものづくり研修会   

卒業・修士論文研究や共同研究で自ら技能の習得を希望する学生を主な対象に、3 日間の短期

研修会を 2 回実施（前期 8 月 31 日～9 月 2 日、後期 7 日～9 日）した。研修会は、機械製作実習

を履修している学生と履修していない学生を広く募集するため、以下の 2 コースを開講したが、

B コースについても履修した学生が応募した。 

・A コース： NC 旋盤（CAM ソフト）・汎用旋盤・フライス盤 

 (機械ｼｽﾃﾑ/知能ﾃﾞｻﾞｲﾝ/情報ｼｽﾃﾑ工学科学生/教員)  参加者 12（前）+13（後）=25 名 

・B コース：ボール盤･ｺﾝﾀｰﾏｼﾝ･高速切断機・放電加工機 

 (機械ｼｽﾃﾑ/知能ﾃﾞｻﾞｲﾝ/情報ｼｽﾃﾑ工学科学生)      参加者  6（前）+ 0（後）=6 名 

 研修会参加者 31 名から 8 項目のアンケートを回収した結果、「満足」が 74～93％、「やや満足」

が 7～19％、「少し不満」が 0～7%、「不満」が 0%であった。「少し不満」は、猛暑の影響で暑い

との指摘がほとんどであった。研修会に限らず、安全面からも空調設備の整備に取り組む必要が

ある。プラスの意見としては、1、2 年の機械製作実習の復習ができ、理解も深まったなどであっ

た。技能習得の契機を提供できたものと思われる。また、本年度は知能デザイン工学科 3 年生(２

名)の参加があった。 

 

2) ものづくりコンテスト   

コンテストは、ものづくり研修会参加者から 6 名が参加し、大学祭の初日（10 月 22 日(土)）に

実施した。研修会に合わせて２コースを準備し、与えられた課題に対し、時間内に解決する応用

力を減点方式で競技した。本年度は B コース参加者がなかった。 

・A コース：スライス加工：部品図を基に、角素材に雄部品（凸部）と雌部品（凹部）を作り、

それらを嵌めあわせることのできる正確さを審査 

CAM ソフト作成と NC 旋盤加工：部品図を基に CAM プログラムを作成し、NC 旋盤にて部品

を加工する応用力を審査 

・B コース：放電加工：G コード表に基づき、課題作品（ペンダント）の加工 

プログラムの作成し、作品の製作および作品およびプログラムの完成度、応用能力を審査 

 

本プログラムでは、ものづくりの基礎的技能の習得を行い、その技能を高め、研究活動に活か

す事を目的に行われ、所定の成果を得ることができた。 

今後の展開 

もにづくりコンテスト参加希望の学生が多いことから、これに応えるべく、フライス盤を

整備し、現在 Aコースのコンテスト参加枠を６名から８名に増員することを検討する。 

 


